
 

 
NHK 大河ドラマ「真田丸」に於ける商標考（上）  

 久保 順一（※１）  
 
１．  始めに  

戦国時代の真田一族を中心とする NHK 大河ドラマ「真田丸」が、好評のうちに幕を閉

じた。  
 地元の上田市、長野市を初め、群馬県、和歌山県、大阪府でも注目され、商業的にも活

況を呈したと聞く。特に上田市では、従来に無い多くの観光客が訪問した。  
 このような状況の中、「真田丸」関係の商標登録出願の状況について検証と考察を行っ

た。その結果、NHK 大河ドラマの放映と商標登録出願の推移は密接に関係していること

が確認され、そのことによる弊害を回避するための考察も併せて行う。  
 なお、本考でいう商標とは真田家に関係する商標をいい、「六文銭マーク」、「六文銭

（文字）」、「真田」又は「真田丸」、「幸村」を対象とする。他に結び雁金マーク等がある

が、使用が少なく、出願も少ないため、本考では対象外とした。（図１参照）  
 
２．  商標出願件数の推移  
 NHK 大河ドラマによる出願件数の推移を、特許情報検索システム「特許情報プラット

フォーム（J-PlatPat）」の検索データに基づいて確認した。なお、前記データベースによ

る検索では、現在登録中又は申請中の商標は可能であるものの、すでに放棄された商標登

録や権利化されなかった商標登録出願は含まれていない。  
２－１出願件数の推移  
（1）長期的（年単位）出願件数の推移（図２参照）  
  １９５５年（昭和３０年）に最初の商標登録出願がなされ、その後、平均すると１～

２年に１件程度のペースで出願されていた。その後、出願数に変動があり、２００９年を

ピークとする第１の小さな山と、２０１5 年をピークとする第２の大きな山との２つの山

が存在する。この大きな変動は、後述のとおり、大河ドラマ「真田丸」が原因と考えられ

る。  
 第 1 の山では、２００８年に２件、２００９年に６件、２０１０年は１件と続いてい

る。また、２０１５年をピークとする第２の山は、２０１４年に２１件、２０１５年に２

１件、２０１６年は１６件である。  
（２）短期的（月単位）推移（図３参照）  
 第２の山（２０１４年～２０１６年）は総数５８件に及び、その出願を月単位で表示す

る。  
 ２０１４年１月と２月に１件づつ出願がなされた後、２０１４年５月以降は２０１６年

に亘って継続的に出願されている。  
２－２出願件数の山の解析  
（１）第１の山について  
 この時期の真田に関する出来事には、ＮＨＫ大河ドラマ「天地人」（２００９年１月～

同年１１月放送）がある。  



 

 「天地人」は、戦国時代の大名上杉家の家老 「直江兼続」を主人公とするドラマであ

る。真田幸村（信繁）が人質として上杉家に暮らしていたことから、ドラにも真田幸村が

登場する。そのことによる経済的効果を狙って商標が出願されたものと推察される。年間

最大６件と出願件数が少ないのは、ドラマの主人公では無かったため、注目度が低かった

ためと思われる。  
（２）第２の山について  
 第２の山は、明らかに NHK 大河ドラマ「真田丸」の影響を受けたものと判断される。  
 「真田丸」は、２０１４年５月にＮＨＫによる制作発表がなされ、２０１６年１月１８

日～１２月１８日迄放映された。２０１４年５月に出願が急増したことは、制作発表によ

り周知されたことによるものであり、このことは製品販売の活況等、経済への普及効果の

期待のあらわれと推定する。  
 なお、ＮＨＫのグループ会社で、ＮＨＫの番組に関する商品の展開を行う株式会社ＮＨ

Ｋエンタープライズは、制作発表の前日の５月１１日に商標出願を行っており、自社の

「真田丸」関係商品の権利確保が図られている。  
 
３ .商品分類、商品類似群コード数の推移  
  前項では、件数の推移を元に考察したが、本項では、さらに詳しく把握するために類

似群コードによって考察を行う。本項は傾向を確認することを目的とするため、重複を避

けて、六文銭マークのみで確認を行う。  
 制作発表前の状況と制作発表後（現在）の比較を行い、制作発表前の状況を図４、制作

発表後の状況を図５に示す。それぞれ、分類を縦軸とし、横軸側に類似群コードを記載し

たものである。  
 製作発表前と製作発表後（現在）を比較すると、第１６類、第２４類、第２５類、第２

８類、第２９類、第３０類、第３１類、第３５類、第３９類、第４１類、第４２類におい

て、制作発表後に出願が集中している。類似群コード数の変化を数値化したデータを図６

に示す。これらにより、以下のことが分かる。  
①  出願が集中し、変化が大きい商品は、産業機械等の工業製品関係ではなく、身近に

生活で使用される生活用品が多い。  
②  重複して商標登録出願をした類似群コード数を、製作発表前後の両方に含めて計計

算すると、制作発表前の数に対して数倍になっている場合がある。特に、第２４類

（織物及び家庭用の織物製カバー）、第２５類（被覆及び履物）、第２８類（がん

具、遊戯用具及び運動用具）、第３９類（輸送、こん包及び保管並びに旅行の手

配）が急増している。  
 
４．出願件数推移の詳細検討  
４－１状況  
 短期的（月別）の出願件数の推移詳細を、図３の短期的（月別）出願件数の推移を参照

して検討する。  
①  出願件数は、２０１４年５月より急激に増えている。  
②  なお、２０１４年１～２月に各１件づつ計２件出願されているが、これは、しなの



 

鉄道株式会社（第三セクターの鉄道事業者で、ＪＲ東日本から在来線の経営を移管

された企業）が、２０１４年に観光列車「ろくもん」の運行を開始するに当たり、

列車愛称の由来になった真田氏の「六文銭」に関する商標登録出願を行った結果に

よる。  
③  ２０１４年５月１２日にＮＨＫから制作発表がされ、その前日の５月１１日のＮＨ

Ｋエンタープライズ株式会社の出願から突然に増加が始まり、徐々に減少しながら

も出願が継続している。そして、放送が開始される２０１６年１月直前から再び出

願が増加し、その後徐々に減少している。  
④  制作発表から現在まで５８件が出願され、放送開始までに４２件、放送開始後に１

６件が出願されている。比率で示すと７２％、即ち７割以上が放送開始前に出願さ

れている。これは、商標に関する情報を収集し、判断をし、登録を積極的に行って

いる出願人が存在することを表している。放送開始後にブームに乗ろうと商標の使

用を検討したのでは、使用可能な権利の余地が少なくなっており、使用できなくな

る恐れがあることを示していると考える。  （以下次号に続く）  
（※１ 長野県発明協会内）  
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六文銭マーク 六文銭（文字）   真田又は真田丸（文字） 
 
    図１ 「真田丸」関係商標  
 

 
  図２ 長期的（年単位）出願件数の推移  
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   図３ 短期的（月単位）出願件数の推移  
 
 

 
  図４－１ 制作発表前の類似群コード第１～３４類  
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  図４－２ 制作発表前の類似群コード第３５～４５類  
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  図５－１ 制作発表後の類似群コード第１～３４類  
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   図５－２ 制作発表後の類似群コード第３５～４５類  

 

    図６ 指定類似群コード数が大きく増加した商品・役務区分  
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   図３ 短期的（月単位）出願件数の推移 
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  図４－１ 制作発表前の類似群コード第１～３４類 
 

 

  図４－２ 制作発表前の類似群コード第３５～４５類 
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  図５－１ 制作発表後の類似群コード第１～３４類 
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    図６ 指定類似群コード数が大きく増加した商品・役務区分 
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